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研究成果の概要（和文）：本研究は、「現代社会において宗教は戦争の犠牲者をどう祈念するの

か」という命題を、スペイン・カトリック教会によるスペイン内戦の戦没者祈念のあり方と宗

教・政治との関係性に焦点をあてて解明した。政教関係に関連した諸文書の内容分析や教会聖

職者等関係者へのインタビューなど、研究期間中に行った一連の活動を通じて、1975 年の民主

化以降今日に至るまでカトリック教会の内戦観は多様化し、政教関係の変化とともにカトリッ

ク教会による戦没者祈念の形も変貌を遂げている状況が本研究を通じて明示された。 

 
研究成果の概要（英文）：This study explored how religion commemorates war victims in the 

context of Spanish Catholic Church, in particular its commemoration of the war dead 

during the Spanish Civil War and its relations with politics.  Based on content analyses of 

documents on Church-State relations and interviews with Church Clergies, the study 

revealed that the Catholic Church’s views of the Spanish Civil War since 1975 to present 

have been diversified.  This study also showed that in accordance with the change of 

Church-State relations, the Church’s commemoration of the war dead has also been 

transformed to contemporary forms. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究計画作成時には、社会労働党政権に
よる「歴史的記憶法」施行(2007 年)により、
スペイン内戦やフランコ独裁体制を称揚す
る記念碑や銅像等のオブジェなどが公的な

場・空間から撤去されることが予想されてい
た。そのようにして、同政権は「歴史的記憶
法」を通じて、過去の歴史を乗り越えつつ、
新たな世俗の世界観によるスペイン内戦戦
没者の定義と再考を行おうとしていたので
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あった。 
しかしこの「歴史的記憶法」の適用をめぐ

っては、フランコ独裁体制下で特権的な恩恵
を受けていたカトリック教会の中には、冷静
に民主主義のもとでの法制化のプロセスを
受け入れようとする動きが存在する一方で、
一度眠った独裁の記憶を再び呼び起こすこ
とは教会に悪い影響を及ぼすに違いない、と
いう懸念の声も聞かれた。ゆえに、カトリッ
ク教会がその私的な空間に保有する記念碑
等オブジェに対する処置をめぐっても、聖職
者はもちろん、信徒の中にも、さまざまな反
応・対応が見られたのである。 

確かに、1975 年の民主化以降、スペイン・
カトリック教会は社会の現状に対応し、ロー
マ・カトリック教の非国教化を受け入れて現
在にいたっている。しかし教会内には、教会
とスペイン社会・政治との関係性をめぐって
さまざまな意見が混在しているのが現実で
ある。そのような、教会内部にあったスペイ
ン内戦をめぐる価値観の相違が「歴史的記憶
法」により顕在化したといえよう。 

ところで、確かに宗教団体としてのカトリ
ック教会は、国には属さない「私的空間」に
展開する組織体であるため、「歴史的記憶法」
に定められた処置がどこまで適用の範囲内
であるのか、また世論の影響によってどこま
で処理が進むのか、様々な面で不明確な部分
が多かった。 
 そこで、スペイン内戦終結後、フランコ独
裁体制を支えるアイデンティティを形作り
人々の精神的支柱となったカトリック教会
が過去においてどのように戦没者を祀って
いたか、また現在の国家宗教ではなく数ある
宗教の 1つとしての社会的地位に対応しなが
ら、「歴史的記憶法」をめぐる過去への応答
責任を果たすのかを考察することに大きな
意義が認められると考え、本研究を開始した
のである。 
 
２．研究の目的 

項目１で述べたような状況を背景に、本研
究は、世俗化の進む現代社会において、過去
の内戦原因を作り出したアクターのうちの
１つであったカトリック教会が、現代では内
戦の記憶をどのように克服しようとしてい
るのか、また現実に政治からのアプローチと
しての「歴史的記憶法」や世論の要求にどの
ように応答するのかを、教会・聖職者等の行
動と言動を考察し、宗教的コンフリクトとし
てのスペイン内戦の歴史的経緯を明らかに
しようとするものであった。 

戦後 70 年余を経て、内戦での戦没者の追
悼・祈念が市井の人々のあいだで再びとりあ
げられるようになった。それはとりもなおさ
ず社会労働党政権が定めた「歴史的記憶法」
の施行によるところが大きいが、そのように

反応があるということから、内戦をめぐるス
ペイン社会の集合的記憶があらためて問い
直されているのだと理解できる。そこで、本
研究は、カトリック教会による戦没者の追悼
がどういう政治的背景をもつのかをこれま
での先行研究や一次史料を歴史学的に再考
することによって記録しなおそうとする。ま
た過去に内戦という巨大なコンフリクトを
生んだスペイン国家と宗教の関係性や、世俗
化の進展する現代社会における両者の共存
の可能性・またその上での問題点などを明ら
かにし、将来的な比較研究の基礎を作ること
を全体的な目標とした。そのためには、「歴
史的記憶法」という法の拘束力によって現れ
るはずの記念碑の「終焉」がどのような形で
起こるか、それぞれについて記録しその傾向
を分析することにより、スペイン社会の世俗
化の進行度をはかる指標の一つを作ること
に貢献できるものと考えたのである。 
 スペイン内戦はいまだにスペインの人々
のあいだに大きなしこりを残す過去の暗い
歴史の一部である。そこで、広く人類的な課
題とも考えられる視点を研究にもたせるこ
と、つまり世俗的社会における諸宗教間、も
しくは信仰をもたないものと信仰者の共存
共生はどのようにすれば可能になるのか、ま
た共存を妨げる問題点はなにか、といった疑
問に答えるに足る研究を行うことを目指し
たのであった。 
 
３．研究の方法 

 本研究においては、歴史学の方法論にした
がって先行研究から、まずスペインにおける
政教関係の変遷を明らかにした。なかでも
2007 年の「歴史的記憶法」の条項を確認し
たのち、その制定以前にさかのぼり、いった
い教会においてはどのような記念碑がスペ
イン内戦を祈念するものとして使用されて
いるのか、また誰が犠牲者として捉えられて
いるのか、政治的過程・宗教的文脈の双方か
ら確認した。 

 次に、現地に渡航し、スペイン内戦以降に
作られた教会関連の記念碑の存在を把握し
た。そうして確認できた記念碑に関しては現
場で写真を撮影し、戦没者をいかに表象する
のか考察するため、特に文言や特殊な意匠が
あるものに関してはその言説分析を行うも
のとした。 
 当初は、マドリードとバルセロナ、2 つの
大司教区を対象として教区教会での戦没者
記念碑の扱いや行事の在り方を、具体例を挙
げて考察するつもりであった。この２つの地
域に注目したのは、これら地域での状況を比
較対照するためである。マドリードはいうま
でもなく首都であり、マドリード司教区には
現代スペイン・カトリック教会の中枢機能が
ある。またバルセロナ司教区は「進んだ」カ



 

 

トリシズムを標榜すると先行研究で述べら
れる土地柄でもあり、またフランコ独裁体制
下でも反体制運動を展開する勢力のあった
地域であったことからも、対象地域の選択は
正当であったと考える。 
 まずマドリードにおける教区教会の所在
地や実際の記念碑の所在確認を行い、映像関
連のメディアに記録しつつ、記念碑にある文
言の言説分析を行った。ところが、既に述べ
たとおり、当初の計画ではバルセロナ司教区
を調査対象として念頭においていた。しかし、
既に具体例として取り上げるべき教会関連
の記念碑の撤去が予想以上に進んでしまっ
ていることが判明したのであった。そこでバ
ルセロナ司教区と同じカタルーニャ地方に
存在するがまだ端的な例が見られるトルト
サ司教区での調査を検討し、当初の計画を変
更しながらも調査に着手するにいたったの
であった。 
 また、どこに、なにが、どのような背景で
いつ作られ、これまでどう利用されてきたの
かを明らかにするため、現地教会組織・関係
者とコンタクトをとり、インタビューなどを
行うとともに、実物の確認を行う必要があっ
た。また教区教会の現状を知るため、現地研
究者との意見交換をとおして、テスト的下準
備を進め、マドリードの全教区教会司祭に対
して書面でのアンケート調査を行った。加え
て、スペイン・カトリック教会の戦争犠牲者
をめぐる公式の言説を、聖職者の司牧書簡や
司教協議会の記録等の公文書から分析を試
みるものとした。 
 
４．研究成果 
 まず、具体的に、マドリードにおける教区
教会の地理的広がりの確認を行った。それに
より、スペイン内戦時と現在のマドリード大
司教区の範囲が異なることにみられる戦没
者追悼の特色が明らかになった。また教区教
会ごとに記念碑等の撤去状況には大きな差
があり、個別に具体例を見ていく必要がある
ことが明らかとなった。詳細に関しては、項
目 5 に挙げる成果論文リストの(1)として引
用する雑誌論文に論じられている。 
 マドリードを中心に、実際に所在が確認さ
れた記念碑に関しては現場へ出向き写真を
撮影した。そしてそれらを比較した結果、そ
の文言等には差異があり、すべてが画一的な
形態のものであるとはいえないことがわか
った。内戦直後、ファランヘ党など政治の側
とカトリック教会との意図が重なったこと
により記念碑が建立されたのだが、教会側は
戦没者追悼に関する政治主導の状況をよし
とせず、戦没者追悼の政治化を全面的に受け
入れたわけではなかったのだった。文献から
読み取ることのできる、また実際の現地調査
によって発見された、表向きは政治的に統一

された形態の網の目をくぐるようなさまざ
まな意匠や工夫を教会側が記念碑にもたせ
ている状況からも、政教の間で、内戦戦没者
を祈念する姿勢・意味づけに差異があったこ
とが証明された。 
 マドリードでの教区教会における聖職者
へのインタビュー調査やその他内戦当時の
ことを記憶する信徒へのインタビュー調査
等を実施し、現代において人々が内戦を祈念
する形態は多様であるが、特にカトリック教
会は、自分たちの内なる戦没者への追悼の念
を目に見える形で表現するため、あらたな記
念碑を作る傾向にもあることを確認するこ
とができた。 
 なお、既に指摘したことではあるが、バル
セロナ司教区での調査が予想通りには進ま
なかったことにより、二つの大司教区の比較
は行うことができなかったことは非常に残
念である。しかしながら、同じカタルーニャ
地方のトルトサ司教区での調査に着手した
ので、今後はこの地域での現状把握につとめ、
研究を進める予定でいる。 
スペイン・カトリック教会の高位聖職者の

考えを知る機会として、元バルセロナ大司教
カルレス枢機卿へのインタビューが実現した
ことはこの調査研究を進める上での大きな成
果であったといえる。このインタビューを通
じて、内戦下殺害された聖職者に対しては、
当時の、そして現代のカトリック教会がその
追悼を最重要事項と考えていることが明らか
になった。 
 またマドリードにある教区教会を対象と
しておこなったアンケート調査や教区司祭
へのインタビューなどから、現代のスペイ
ン・カトリック教会の聖職者や信徒のなかに
は、内戦を相対化する動向、また勝者として
の立場から内戦を考え発言する連鎖からぬ
けようとする動向もみられることが明らか
になった。内戦をどのように祈念するのかを
めぐって、同じカトリック教会の聖職者や信
徒でも異なるとらえ方があり、新たに「内な
る」葛藤が生まれていることも改めて実感さ
れた。よって、研究者は、地道な研究を通じ
て、カトリック教会は内戦に関する問題には
保守的な言動しかとらない、といったステレ
オタイプ的な理解からの知識の解放を目指
さねばならない。今後は特に、スペイン内戦
を祈念する教会の姿勢に関しては鳥瞰図的
な全体像と、具体的なケーススタディを通じ
てみえてきた諸相とにわけて論じることが
必要であると思われる。 
 本研究期間中は現地研究者との密なコン
タクトをとることができた。たとえば、アル
カラ・デ・エナーレス大学文学部教授フェリ
シアーノ・モンテロ博士、スペイン・カトリ
ックジャーナリスト連盟(UCIPE)副連盟長フ
ェルナンド・セグ・マルティン氏などから、



 

 

一連の作業に関する具体的かつ有益なアド
バイスや研究協力を得たことにより、現地で
の教区教会記念碑に関するリサーチや聖職
者とのコンタクトをとる、といった作業を効
率よく進めることができたといえる。また
2010 年 8 月、アルカラ・デ・エナーレスの中
等教育機関で歴史科目の教鞭をとるペド
ロ・バルソ氏を通じて、ブルゴス郊外にある
ラ・ペドラハという村落で行われていた、「歴
史的記憶法」によって作業が進行中であった、
内戦でフランコ陣営側によって殺害された
人々が埋められた共同墓穴を発掘する現場
を見学することもできた。実際の現場がどの
ように機能しまたそこではどういった状況
に人々が対峙しているのかを知ることがで
きたこと、また内戦で殺害された人々の遺族
や現場で作業を進める人々が「歴史的記憶
法」についてどのように考えているのか、特
に発掘に関係する考古学者や医師などの考
えを知るうえでも、この見学は大変有益な経
験となったといえる。なお、この経験を通じ
て得た考察は、成果論文リスト(2)の論文と
して公刊された。 

スペイン内戦・フランコ独裁を支える精神
的支柱となったカトリック教会は、内戦で没
した聖職者や信徒など自らの関係者を列
福・列聖して「内なる」戦没者の死と犠牲を
公式に認定することにより、国家宗教であっ
たころからの内戦理解を引き継いでいる。し
かし内なる戦没者を祈念するために作られ
た記念碑等の撤去を行った教区教会も存在
しているのが現状であり、その撤去の形にも
様々あるため、事態は複雑になっている。ま
た近年、内なる戦没者の記念碑を新しく教会
内部に建立する動きも出ており、教会のスペ
イン内戦に関連する記念碑等は、その形を変
えながら再生産されている。このような戦争
犠牲者の祈念をめぐるメンタリティにみら
れる複雑な様相を考慮しながら、今後は近年
建造数を増す世俗的な記念碑や記念行事セ
レモニーなどの開催形態の具体例をも調査
対象としつつ、本研究で考察してきた宗教的
な内戦祈念のあり方との比較対照分析を行
うことにより、戦没者祈念の在り方における
「聖と俗」の重層的様相を考察していきたい
と考える。今後は、本研究期間中に得た見識
を基礎としながら、より詳細な個別研究を継
続する必要があることを実感している。 
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